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■ 主催
　　　ラリーチーム ビー（RTB）
　　　ソモスモータースポーツクラブ（SOMOS）
　　　ソモス株式会社

■ 開催日          20010年7月18日（日）
 
■ 開催エリア       愛知県内

■ スタート会場      幡豆町役場

■ サービスパーク   幸田サーキット

■ ゴール会場       幡豆町役場
 
■ セクション数      2

■ SS本数            7本

■ SSトータル距離 8.5km
 
■ 総走行距離 約95km
 
■ 参加台数 34台
  Class 1　 7台
  Class 2　 6台
  Class 3　 ７台
  Class 4　11台
  Class 5　 3台
 
■ 完走台数 ３1台 （リタイア3台）

■ 取材媒体 株式会社 三栄書房
WRCプラス
（モータースポーツ誌）

2010年7月18日（日）、今シーズンの折り返しとなる『TRDヴィッツ
チャレンジ Round 3 in 中部』が愛知県幡豆町を中心に開催され
た。
この日、東海地方は梅雨明け宣言がなされ、幡豆町付近も晴天真
夏の猛暑日となったが、これから始まる”晴れラリー”を楽しみに準備
を進めているようであった。

スタート会場は昨年の「三ヶ根スカイライン」から「幡豆町役場」へと
場所を移し、今年も幡豆町の大きなバックアップを得ての開催と
なった。 地域の協力をここまで得たオーガナイザーの努力と尽力に
は、頭の下がる思いである。

当日はJAF愛知支部による「はじめよう！モータースポーツ ヴィッツチャレンジ見学会」も併催さ
れ、多くの参加者がスタート前から会場に訪れた。

梅雨明け当日!! 真夏日和の愛知・幡豆

ヴィッツチャレンジ夏の陣 開催!!



各クラスの参加台数は、クラス1に7台、クラス2に6台、ク
ラス3に7台、クラス4に11台、学生クラスであるクラス5
は3台の参加となりました。

早朝のレキを終えたラリー車は幡豆町役場へと再集合。
今回も、2台の初参加車両があり、ヴィッツチャレンジの入
門向けラリーとしての評価は定着したといっても良いと思
われます。

SS会場は例年と変わらず「幸田サーキット」を中心とし、
近接の「長坂建設特設コース」と「町道」の3箇所で7本
のSSを取って幡豆町周辺をラウンド。
例年テクニカルなコースレイアウトをとる中部ラウンドだが、
今年も優勝候補者がメカニカルトラブルでリタイヤするな
ど、波乱の展開となりました。

猛暑と難コースを走りきったヴィッツラリーカーは、表彰式
会場の幡豆町役場へと続 と々戻ってくる。
ラリーを終えたエントラントたちは、お互いの検討を称えつ
つもやはり競技結果が気になるようで、接戦を演じたライ
バルのタイムを気にしているようである。

幡豆町長やミス幡豆にスタートフラッグを振られ、ギャラリーに見送られながら次 と々スタートしていく32台
のヴィッツラリーカー。

サービス中のひととき。 炎天下から逃れ、タープの中で小休止。仲間やチームと集まって、お弁当をほお
ばりながら午後のラリー展開について相談しあうエントラントたちの顔は真剣だ。
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２　位

1500cc（NCP91）チャレンジクラス入賞

1000cc（SCP10）オープンクラス入賞 1000cc（SCP10）チャレンジクラス入賞

次回『TRDヴィッツチャレンジ Round 4 in 富山』は、2010年9月19日（日）富山県内にて開催いたします。

1500cc（NCP91）オープンクラス入賞

主　幹 ： ＴＲＤヴィッツチャレンジ事務局（株式会社プロクルーズ内）

　

優　勝 飯野 光則／飯泉 修一

新井 祐一／前島 俊彦２　位

優　勝 西能 徹／波田 隆志

小林 直広／羽澄 みどり

倉品 星人／松本 栄一

２　位
優　勝

新潟大学

（近藤 優作／鶴巻 駿介）

優　勝

２　位

1000cc（SCP10）学生対抗クラス入賞

野村 長／山岸 佑也

鎌野 賢志／坂井 智幸

　優　勝 名倉 成幸／名倉 洋子
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晴天のなか、全てのラリースケジュールをクリアしたエントラントは、夕刻前にはゴール会場「幡豆町役場」へ。
今回も表彰式前に、5名の初参加者への参戦インタビューや、トヨタ東京自動車大学校の学生紹介などが行われ、誰もが明るい表情
で「初参戦で緊張したが、とても楽しめた」と感想を述べた。 オフィシャルから本日のラリーについての評価ののち、表彰式が行われた。
また、今回は富山ラウンドのオフィシャルから、9月に開催予定の次戦「Round 4 in 富山」の進捗状況についても報告がなされた。


